
JAI CAJの開局当時の回想

JA「CAJ石渡 宏

東京町田市在住 平成1 4年2月撮影

に挟まれていたメモには クリスタル発信: 3525KHz

慮轟数億移: 6 0耽 経時変化(5分)は認められずとある。

勿諮二合格 但し落成検査の結果、指示帝項「なし」とあ

桑三

無線設備

開局後、数年?後の雑多なシャツクの写真を紹介します。

ハムへの動機

平坂善房で偶然、 C Q誌なる雑誌を見たのがこの趣味に

のめり込む最初のインパクトで、訳もなく心躍る心地であ

ったがいつか実現したいと感じた。

短波を聴くべく当時親父が大事にしていた中波ラジオに

夜な夜なそのラジオの局発に細工をし、 J A I AFY奥村

さんを聞き、その後作った0VlでKA2NYを聴き、完

全にハム熱にかぶれてしまった。

その後、税務署真の風呂屋?二階でのクラブの会合に参

加し、完全にキ印になった。

その当時、高校の同期には三浦君(JAI B ST)、高田

君(JAICAD)、斉藤君(JAICOI)、水谷君(JEI

GMM)等が、また良き先輩にハム月販の主、竹中さん

(JAI BTR)がおり、またCWのご指導をいただいた

鹿島さん(JAI BNW) (当時、お住まいの浦賀から汐入

の斉藤さん(JAI CO I)のお宅に週に2へ3回ほど出張

請習された)等々、沢山の方のご指導をいただいたお陰で

今日があると感謝しています。

JAICAJ誕生

開局の落成検査は昭和3 3年(1 9 5 8年)7月4日(金

曜日)でした。

その日は丁度、学期末試験(県工房2年生)の最中であ

ったが、勉強そっちのけの状態でした。

亀波管理局からはその地区の落成検査、変更検査の数局

をまとめて実施すると言うことで、試醐問であるなどと

は言い出せず、 J A I BKC伊部さんの変更検査の後に私

の落成検査を実施するとの通知があり、その検査官を我が

局の落成検査に迎えた。私の後は、誰か記憶は定かではな

いが確かJAI CADの高田君であったと思う。

その時に来られた方は技官と事務官の2名であった。

その事務官からコチコチの私にそんなに緊張しなくてい

いというような事を言われたことを覚えている(落成検査

後は勿論試験勉強でなく前述のJAI BKCさん, JAI

AFY奥村さん達と初Q SOを楽しんだ。)

その当時の記録があまり残っていないが「無線検査簿」

;トリオの既製品がお目見えしているので写真は大分後に

撮ったものと思います。

(組み立て半ばのシャーシの寄せ集めの写真・ ・ ・

4人兄弟が各自リグを作っており、その途上の写真)

参考までに兄弟のコールサインを記す。 JAI CAJ :

本人、 JAIFIC (次弟)、 JAIIBM(兄)、 JAI

IBS (末弟)

閉局当時の無線機の構成は次の通り・ ・ ・写真中央の鉄

アングル3段のもの、下段が電源蔀、中段が変調部、上段

が送信機部とTRスイッチ、電源部の前はツマミが一杯

あるシャーシーはフェーズシフトS S B送信部です。

送信機 送信周波数はⅩ t a lのみ

臆(VFOを使うようになったのは2年後の定期検査以降で

ある。)

臆∴ 6AK5-6AQ5-8O7

i

6SN7-6V6-25」6×2

この無線機の変調器に使用した2 5し6はヒーター証

2 5 vの6し6相当の電子管で一時期、秋葉原にIロMの

電子計算機からの放出品として大量に出ていた。

(12臆5Vのヒータートランスがあるわけがなく、 30W?

の半田ごてのヒーターを取り出し、直列に入れ、 1 00V

を印加して丁度いいことを経験した。)

受信機 高一中二

アンテナ半波長ダイポールアンテナ

(裏地のさいか屋社長宅の屋上に無断で支柱の竹ざおを立

で譲国後お許しを得た。 )

二開国の翌年、上町から不入斗に引越し、しばし傾斜型の

饗」ルを張り7MHzで初のDXのWの局(忘れもし

凄襲W60TG)とクロスバンドのQSOをA3でやった

憂楽しんでいた。
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DX熟

不入斗に引っ越してからまもなくしてJA宣BTRさん

がDXをやっているのをワッチ、またまたその虜になり、

7m高の杉丸太の「厳しごタワー」を作り7メガのVPア

ンテナなるものを作ったりしていた。またその当時、平板

の図書館にアマハンがあり、 USAの局の設備のぺ-ジで

はよだれを流したりした。

またDXをやっている局の相手局が聞こえないやら信

号と設備の紹介にびっくりするやらで、アンテナタワーが

欲しくなっていた矢先、杉丸太のはしごタワーが騙ってし

まった。そこで魚道、狭い塵に2 0皿のパンザマストを建

てたのか、本格的なDXを始めたきっかけとなった。

その頃、岡田さん(JAIBHz)が28MHzでご活

垣、また、馬絹と大津の中間にいたJAI FDUさんが

QUADアンテナで大酒超、当然私もQUADアンテナを

作り、 DXハンティングの仲間入りを始めたのであった。

ある時、竹中さん(JAIBTR)とのQSO時にクワ

ッド・カム・ヤギなるトータル4エレのアンテナを紹介さ

れた。

また彼の作っていた14、 2 1、 28用のヤギ用エレメ

ントをも寄贈を受けたのでQUADの前後に水平のエレメ

ントを増設したクワツド・カム・ヤギを製作した。

ところがこれが日本では始めてとのことで当時、 「無線

と実験」にお勤めの井原さん(JA I ADN)の要請に応

じて「無線と実験」護に掲載。

なお、このアンテナの成果はカリブ海の局は呼べば取れ

るというようなすはらしい成果を挙げだが、活躍の期待半

ばで、 「春一番」の強風で前後のエレメントおよびクウッド

のエレメントが天に召し上げられてしまったのでした。

その「無線と実験」誌に掲載された写真があるので紹介

し回顧録を終わりにします。

現在放、町田市に在住し、アンテナの整備が楽なクラン

クアップタワー(28皿)を襲用しています。

DXCCはあとひとつP 5をやり残しています。

最後に横須賀を腫れてはおりますが、横須賀クラブの

益々のご発展とクラブの方々のご検討、ご瀧を祈念しま

す。
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遥かなるキング オブ ホビー

JA「EFK 中村 弘

1、開局の頃

中学生の頃、町の本屋で購入した雑誌に、昔アマ

チュア無線というものがあり、諒とでも自分の家か

ら通信ができた、などの記事が載っていました。ま

たその頃、別の雑謎には山で避難したアマチュア無

線家が、近くを飛んだ飛行機に懐中電灯でモールス

信号を送り救助してもらう、というような記事が載

っていて、まだ聞いたこともないアマチュア無線に

大変興味をもったものです。その後、 2バンド5球

スーパーラジオを自作し、 7MHz付近を聞いた時の

ことでした。

「CQ CQこちらはJAlOXYZ‥」などい

うコールサインの通信を聞き、これぞあのアマチュ

ア無線なのだと、毎日よく聞いていたことを思い出

します。その後あれはアンカバー局だったのだと分

かりましたが、内容は大変まじめで、いまのアマチ

ュア局よりよほどレベルの高い内容だったように記

憶しています。昭和2 8年頃だったでしょうか。

昭和3 4年4月に中野の鯨学校で受験し、開局

は3 5年5月でした。見たことのない無線局作りを、

アマチュア無線ハンドブックを唯-の先生として1

年がかりで送受信機を組立て、当時は落成検査なる

ものが小出力の無線局にも実施され、ひやひやどき

どきで受けたものです。結果は大変きれいに出来て

います。と褒められて合格、 「さあこれで電波が出せ

る」とたいへん嬉しかったものです。 (図1, 2)
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初めての電波発射はアンテナの関係で7MHzでし

た。どうしてよいのか、また電波が出るのかも分か

らず、 CQを出してみました。するとどなたかOMか

らコールを頂いたのですが、何と応答してよいのか

パニック状態となりQSOが成立しませんでした。思

い切って再度CQを出し、やっと初めてのQSOが

東京のJAI CEZ局と成立しました。

その日の夕方、窓の外を見ると葉山方面の山にう

すい夕続けが出来、今まで見てきた同じ空がこの日

は限りなく大きく見え、自分の電波があの空を飛ん

でいるのだ、と大変感動したことを思い出しました。

(図3) “
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その後は毎日のように、自分の電波が日本中に飛

んで行くことの感激と、楽しさで、時間の経つのを

忘れ、目が覚めれば夜中までも、 QSOを楽しんだ

ものです。横須賀で初めて会った局が、昭和3 5年

6月22日のJAIEHC局で、その後JAIDC

K局JAIDSW局、 JAIFFP局(故人)など

など、沢山の横須賀局と交信したり、そしてアイホ

ールしたり、本当に楽しく夢のある毎日を過ごすこ

とが出来ました。交信を何度かしていてもアイホー

ルするまでは声だけで、何とはなしにその人をイメ

ージするものですが、 JAIDCK局とJAIDS

W局と3局QSOしたときのことです。もしかした

らあとで寄りますとのこと、 2人とも声を聞いてい

ると、なかなかのOMのようで、そのうちにそれな

りの紳士が来られるのかと、多少緊張して待ってい

たところ、玄関先に学生が2人ひょっこり現れ、こ

んにちは、と言うのです。さてどなたかなと戸惑っ

ていると、 「先ほどの・ ・」とのこと、 「えー学生だ

ったの・ ・」びっくりしたことも、懐かしい思い出

です。

開局から1年くらいのあい料ま、まだ無線局も少

なく、バンドがすいていたので、一度お会いした局

と7MHzでスケジュールを組むことが出来、後日ま

た、続きのアンテナのことやら部品の入手方法など、

技術的なお話を1時間も2時間も、のんびりと行う

ことが出来ました。

この頃の通信内容は、電波法に定められた、もっ

ぱら技術的な内容に限っていましたので(もしかす

ると私だけだったかも知れませんが)、今では想像も



つきませんが、ある日のQSOで「昨日は海水浴に

行ってきて楽しかった・ ・」などの話をしてしまい、

電波法に違反してしまったと本気で悩んだこともあ

りました。

今にして思えば、この頃のアマチュア無線は夢が

あり、毎日が楽しく、まさしく“キングオブホビー’’

だと感じたものです。

2、リグの製作

何分にも無線機を見たことがないのです。しかし、

自分でリグを作らなければ開局できません(高価な

外国製の完成品もあり姦しだが、とても手の届くも

のではありませんでした)。

仕事の帰りに川崎から秋葉原に通ってジャンクを

中心に部品を集め、合格通知の一ケ月後くらいから

製作にかかりました。

受信機作り

まずは通信形受信機の製作です。当時コイルキッ

トなる便利なものが、今のケンウッド社(当時はト

リオといっていました)から発売されとおり、テス

タ一位しか測定器を持たない私には大変便利で、助

かったものです。高周波1殿中聞周波2段の受信機

ですが、この頃はMT管が主流になっていましたの

で、これを使い組み立てました。出来上がってみる

と普通のラジオとは格段の差で感度、分綾、安定度

等がよく、この受信機はその後追加回路(Qファイ

バーという回路で、中間周波段に正帰還をかけ、発

振の少し前の状態で動作させると帯域が狭くなり、

感度が上がるというものですか、思ったほどの効果

はありませんでした。)を付けたりして昭和40年頃

まで実用機として愛用しました。

送信機作り

次は送信機の製作です。開局は3. 5と7MHzの

2バンドで、出力は10Wの免許だったため、アマ

ハンの注意点を参考にして、特に回路の配置に配慮

をして組立てたところ、始めの心配も取り越し苦労

で終わり、何とか形にすることが出来ました。 (図4

写真5)
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私か欄頓通信機外観

VFOは最初から分離して作りましたが、さて発

振させようと思ったとき、送信周波数の正確な校正

が出来ないことに気かつきました。受信機でJ JY

を受信して校正しても、 3. 5MHzと7MHzの

バンドエッジがはっきりしません。そこで次に組み

立てたのが校正用発信機(別棟準発信機)でした。

1 0 0KHzの水晶で1 0KHzのマルチバイブレ

ーター回路にトリガーをかけるという原理のもので

すが、これがなかなかの優れもので(1 0KHzの高

調波が連続3 0Mhz位まで出る)、 JJYで校正し

ておくと、高い精度で発振周波数の校正をすること

が出来ました。当時のラジオ放送はこの校正用発信

機でチェックすると、 0. 5へ1KHz位周波数のず

れている局がいくつかありました。 (図6,写真7は、

その後1年半ばとして雑誌に載せたものです)



アンテナ

いよいよ開局ですがアンテナが上がっていません。

私の場合、とかくアンテナがおろそかになるようで、

大急ぎで上げることにしました。通折をみてまわり、

古くなりかけた鯉のぼりの樺を探して交渉し、只で

2本いただくことが出来ました。これを立てるのに

お隣の庭まで拝惜し、水平都2 0皿のはしごフィー

ダーによる2バンドアンテナを上げることが出来ま

した。このアンテナは、フィーダー都1 0皿水平都

10皿x2二20皿のもので、 3. 5MHzは電流

給電、 7MHzは電圧給電となり、マッチングトラ

ンスで切り替えながら使いました。また、今では考

えられないことですが、 7MHz送信時にはフィー

ダー部分が高電位になって、近くに蛍光灯を近づけ

ると薄く光り、 TVやラジオには毎回進入するとい

うBFなものでした。

その後は同軸ケーブル給電による7MHz専用ア

ンテナに切り替えて、比較的安定した電波を出せる

ようになりました。横須賀から真岡市にQSYする

までの問は、これに2 1MHzタイポールと5 0MH

zのGPアンテナを追加して運用していました。

6mバンドへの挑戦

その後、アンテナは7MHz専用のタイポールと

し、送信部、変調部、電源、を別々にした送信機を

作りましたが、 VFOは開局当時のもので間に合い

ました。(図8, 9,写真10)
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6 1尊旬日ンゲル遥囁櫨外観園

私のHFでのQSOもアクティビティーが少し

下がり始めた1962年頃(昭和37年)から、周辺

では5 0MHzのFMが盛んになってきました。小

原台からはJA I B IRの赤木OMが毎日のように

声を出しておられ、まだ5 0Mのリグを持たないで

一方的に聴いているだけの私は、かなり影響を受け

たものです。またこの頃は、トランジスタ(PNP

ジャンクション形のゲルマニウムトランジスタが主

流)を使用した電子機語が市販されるようになりま

したので、先ずはトランジスタの回路で電波を出し

てみようと挑戦しました。

受信はスーパー方式が実用にならなかったため

(中間周波段の中和がうまくとれないので、 4 5 5

KHzの発信機になってしまった)、高周波部分に2

SA7 0一石を使用した、超再生式の受信機としま

した。当時はバンド内がすいていたため、これでも

結構実用になりました。超再生式は受信時でも党旗

状態にあり、雑音電波をまき散らすため、今では実

用になりません。

送信部は、原発信が5倍のオーパートンによる水

晶発毅とし( 3倍オーバートン尭損の方が安定に高

出力を得られますが、高価なため、ジャンクを探し

た)、終段は2SA74シングルとしました。このト

ランシーバのRF出力は、実測が出来ませんでした

が、計算上では約7 0ミリWでした。それでも大桶

山の上から相模湾を越えてQSOをすることが出来

ました。当時は出力1Wが目標で頑張り愛しだが、

私の技量では出力0.5Wがせいぜいで、なかなか達成

出来ませんでした。それこれしているうちにトリオ

からTR-1 0 0 0が発売され、その性能のすぼら

しさに圧倒されてしまい、残念ながら自作のトラン

シーバはこの時点でやめてしまいました。 (図1 1 ,

写真1 2,自作の50MHzトランシーバ)
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色o細h〇八ンタイートラシシーI(

1968年(昭和43年)からはトリオのTR-

5 000トランシーバを購入し(初めての市販無線

機)、遅ればせながら5 0Mh z FMの世界に入り、

昭和4 7年に真岡市にQSYするまでの4年間はロ

ーカルQSO、 Eスポによる国内DXを楽しみまし

た。

3、思い出はなし

米軍のジャンク

たしか衣笠と久里浜問の道路沿いだったと思いま

す。米軍の廃品を処理している業者がありまして、

いわゆるゴミの中からジャンクとして売れるものを

拾い出し、整理して販売していました。誰かから、

真空管などのジャンクがあるとの情報が入り、数人

で行ってみたところ、 6 1 4 6等の高価な真空管が

沢山箱に入っていました。さっそく分けてもらおう

と交渉したら、これは秋葉原の業者が一本5 0円で

買いにくるので駄目だとのことでしたが、我々は一

本8 0円で買うことで交渉成立、 l人で教本ずつ購

入して帰り、テストしてみると全て完動品でした。

味をしめ次に行ったときにはもう個人には売りませ

んと断られ、業者がもっと高くまとめ買いをするか

らとのことでした。残念。

モービル移動

JAIYBQ主催であったか、あるいは気のあっ

たもの同士であったかは忘れましたが、車を連ねて

よく移動したものです。伊豆の韮山周辺のクラブと

アイホールに、 1 0台程度だったかと思いますが箱

根を越えて出かけて、金山跡地などの観光や、当時

としては珍しいイチゴ狩りをしたこと。長野方面に

りんご狩りに出かけ、帰りにある自動車会社の悪路

テストコースを走らせてもらったこと。などなど、

あの頃は皆若かったためか、家族ぐるみで、楽しい

日々を過ごしました。
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コンテストでアナゴを釣ったはなし

何のコンテストかは忘れましたが、山田さん(J

AlOZ J局で、現在は横浜におられます)の勤務

先である、久里浜の港湾施設に移動して2 4時間運

用した時のことです。空いている時間に岸壁から夜

釣り(イソメをつけて投げ釣り)を始めたところ、

すぐにあたりがあり、巻き上げてみると暗闘に何か

得体の知れないものがぶら下がり、星明りに目だけ

が光っているではないですか。こわごわ近くでよく

見ると、なんとこれは形のよいアナゴでした。その

後はほとんど入れ食い状態で、中くらいのバケツに

いっぱい釣り上げてしまい、翌朝はアナゴの丸焼き

にして皆のおかずになりました。それでもたくさん

余りましたので、何人かの方のおみやげにしてもら

いました。

4、現在のJAIEFK局

現在は栃木県真岡市から、 HFほ3. 5MHzから

28MHzまで、と144MHz, 43OMHzにQ

RVが可能です(50MHzと1 2OOMHz以上は

出ていません)。比較的よく出るバンドは7MHzで

すが、時々14MHz、 18MHzにも出てラグチュ

ウすることがあります。 HF用のトランシーバはT

S「950Sと、移動用にFT-757GXを使用

しています。

アンテナは3. 5MHz :変形スローパー、 7MH

z :モノバンドロータリータイポール、ワークバ

ンド:3エレ八木、 14・2l ・28:3へ4エレ

八木、・144MHz:DP、 430MHz :13×2

八木です。この範囲でしたらいつでQRVできます。

年間30 0局程度の方とQSOをしていますので、

是非声をかけてください。 (写真1 3はシャツク,

写真1 4はアンテナ)


